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表  題 C言語コントローラユニット 時計データに関する注意事項 

適用機種 Q06CCPU-V，Q06CCPU-V-B，Q06CCPU-V-H01 

 

三菱電機株式会社 名古屋製作所    〒461-8670 名古屋市東区矢田南 5-1-14 

 

三菱シーケンサMELSEC-Qシリーズに格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。 

 

C言語コントローラユニット（Q06CCPU-V，Q06CCPU-V-B，Q06CCPU-V-H01）の時計データに関する注意事項を

お知らせします。 

 

1. 注意事項 

連続電源ON時間が約828日(*1)（約2年3ヵ月）を経過すると，C言語コントローラユニットの時計データが時

計設定時の値に戻る場合があります。時計データが戻ることにより，C言語コントローラユニットが異常停

止，もしくは誤動作などに至ることはありません。 

 

なお，時計設定を行ってから連続電源ON時間が約828日(*1)を経過する前に，以下のいずれかの手段でC言語

コントローラユニットの時計設定を行っている場合は，本現象は発生いたしません。 

 

【時計設定手段】 

・C言語コントローラユニットの電源OFF→ONまたはリセット 

※C言語コントローラユニットは電源ON時およびリセット時に，内部で時計設定を実施しています。 

・C言語コントローラ設定ユーティリティによる時計設定 

・ユーザプログラム（QBF_SetTime関数）による時計設定 

 

2. 対象機種 

C言語コントローラユニットの下記製品が対象となります。 

No. 形  名 バージョン（シリアルNo.の上5桁） 

1 Q06CCPU-V 

2 Q06CCPU-V-B 

3 Q06CCPU-V-H01 

11121以前 

（2009年12月以前の製造品） 

 

3. 対策 

時計設定を行ってから連続電源ON時間が約828日(*1)を経過する前に，上記【時計設定手段】に記載のいずれ

かの手段で，時計設定を実施していただくようお願いします。 

 

なお，ご不明な点などがございましたら，最寄りの三菱電機システムサービス（株），または三菱電機（株）

の支社，代理店にご相談ください。 

 

 

 

*1：ユーザプログラム（sysClkRateSet関数）によりシステムクロックレートを変更している場合は，下記の計算式で算出される時間とな

ります。 
 

時計データが戻るまでの時間[秒] ＝ 4,294,967,296 ÷ システムクロックレート[Hz]  
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